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は ， 労働市場分析の 動態に く 方向づ け／

枠づ け 〉 され た性格が 強 く， 「社会的 ・

教育的 トラ ッ キ ン グ」 の 内実 と なる ， 仕

事 に 向か うエ ー トス と ハ ビ トゥ ス が ど の

よ うに 形成 され どの よ うに 活用 され る

か， この 点の 分析が手薄に な っ て V ・ るこ

とは 否 め な い
。 な る ほ ど ，

「労働市場構

造は ，
い わゆ るく 予期的社会化 〉機能 を

持 ち ， 人 び と の 地位達成 に対す る構 え に

影響を及ぼす」 との指摘 はあ るが ， しか

しこ の 着眼が動態分析 に生か され て い る

とは思 えない 。 こ の 点 に留意 しない と，

経営者 も労働者 もく方向づ け／枠づ け〉

られ た 選択 を 行 う自動化 し た 「機械人

問」 に 化 して しま う。
「社会構造は 自己

の 内部に その 変動 を うみ 出す」 の で あ る

か ら ， 経営者特性 な り労働者特性 な りの

形成的 「教育的 トラ ッ キ ン グ」過程の 構

造の 解明が 欠か せ ない の で は ない だ ろ う

か 。 その こ とが コ ン フ リク トを含む 「構

造化す る構造」 を真に 明 らか に す る こ と

の よ うに思われ るか らで あ る （加 藤晴久

編 rピ ェ ール ・プ ル デ ュ
ー』）。 い ずれ に

せ よ今後に 期待で きる優れ た分析で ある

こ とに異論はあ るま い 。
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　地球は狭 くな りつ つ あ る 。
コ ン パ ス

，

火薬 ，
El］刷術の 発明 が ， 19世 紀 まで に

「ナ シ ョ ナ リズ ム の 時 代」 を 出現 させ

た 。 今， コ ン ピ ュ
ータ，原子力，電子通

信技 術 （p．67） の よ うな巨大 テ ク ノ ロ

ジ ー
の 出現が ， 世界を変 え ようと して い

る 。 「ナ シ ョ ナ リズ ム の 時代」 か ら， 新

た な 「地球市民」 の 時代 を創出 させ つ つ

あ る 。

　「国際 化」 をテ ー
マ に と る本書は，序

（澤田昭夫） と ， 20項 目か ら成 る 「国際

化の ため の 緊急提言」 と ， そ れ らの 基に

なる 五 つ の 章 か ら成 っ て い る。

　五 つ の 章は ， 次 の 通 りで あ る 。

1 章　 H 本 に お ける国際化思想 とそ の系

譜 （伊藤彰浩， 喜多村和之 ，江淵
一

公）

2 章 知 日外国人 の 見た 日本の 国際化

（澤田昭夫 ， 澤 田 ・ マ ル ガ レ
ーテ）

3 章　海外生 活体験 と国際的態度 （岩内

亮
一

， 門脇厚 司， 所澤保孝 ， 他 ）

4 章　日本に お け る国際化教育 （小 林哲

也 ， 山村 慧 ， 小島 勝 ， 田中圭治郎 ，

奥川義尚 ， 福田昇八 ， 太 田晴夫）

5 章　 日本社会 にお ける外国 人 の 受容 と

教育課題 （馬越 徹 ， 村 田翼夫 ，
ジ ョ

ー ・E ・ピ ッ ク ス
， 所澤保孝 ， 大野

力〉

本書 の 各章共通 の 基 本的テ
ー マ は ，

「国際化」 とは何 か と い うこ とで あ る よ

うに 読み 取れ る 。

一
言で 言 えば ， 本書の
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副題で 示 され た よ うに ， 日本人が 「日本

人」 か ら脱 して ， 「地球市民 」 に なる こ

とで あ る。 そ れ を ， 何種類 もの調 査 を通

じて ， 日本社会を知 る外国人 ， 外国社会

を経験 した 日本人 ， な どの 口 を通 して 語

らせ ， 時に は ， 歴史的展開の 説明 ， 時に

は理 論を交えて ， 明 らか に して ゆ く。

　 「国際化」 とは ， 世界の 人 々
， 国 々 が

互 い に もちつ もたれ つ 助け合 い
， 風通 し

を よ くす る，

一
つ の 地球村の 住民 とな る

と い う 「地球化」， グ ロ ーバ リゼ ー シ ョ

ン の 過程 をさ して い る （p．2），
「日本人

と外人」文化か ら， さま ざまな民族文化

的相違に もか か わ らず ， 根本的 に 「人 み

な （同 じ）人」 （p．5） とい う文 化 に 変

わ っ て ゆ く過程で あ る ， 「共通化 。共 同

化」 「相互 依存関係 の 緊密化」 の 過程

（p．65）で あ る 。 開放性 ，

一般 性 ， 普

遍性 を もつ よ うに 自己変 革 を図 る過 程

（p．72），
「差異 の 尊重」 （p．・67），

「人 は

皆 ちが う」 とい う単純な事実 をは っ き り

わ きまえ る こ とが ， 日本人が 国際化す る

た め の 前提 に な る （p．170）。 社会 生活

の 面で は （外国人 の ） 日本人 と 「同等

化」 を 推進 し ， 文 化 ・価値 観 の 面で は

「差異化」 を認め て い くこ とが ， B本社

会 を国 際化 し て い く こ と に つ な が る

　（p．　279）。 「ヒ ト， モ ノ ， 情報 」 の 国際

化が あ るが ， そ の うち ，
「ヒ ト」 の 国際

化が 鍵 に な る （p．　337 ）。 日本人 の 思考

の な か に は 「国際人 」 と 「日本人」 の 対

立 が ある 。 しか し ， 世界の 中の 日本 と い

う観点 に立 つ 時 ， 「国際人」 と 「日本人」

の 対立 を解消 しな くて は な らな い （p．2

06）。

　 国際化が 招来す るの は異質な文化 が混

書　　評

在 し ， 異なる文化を背景 とす る人 間がぶ

つ か り合 う社会で あ る （p．245）。 「教育

の 国際化」 とは ， 日本の 教育を国際的通

用度 の高い もの に 変 えて い く方 向性 を持

っ た教育運動 （改革）で あ り， 「方向性」

の 中心的概念は 「異質な もの と共存」 に

あ る （p．292）。

　大勢の執筆者が 分担 して ， 日本の 国際

化の 諸局面を， さ ま ざまな方面 か ら語 っ

て い る 。 中国残留孤 児 の帰国 定住問題 は

扱 われ て い ない に して も， あま り知 られ

て い な い イ ン ドシ ナ難民の 定住の 問題 ，

書い た後の 災 い を危惧 して とか く避けが

ちな在 日韓国 。 朝鮮人 ・ 申国人の 問題に

も触れ られ て い る。 そ して ， 大勢の 執筆

者の 共同の 作 と して は ， 全体の 執筆の 姿

勢や統
一

と い う面 か らも， ま とま っ た も

の で あろ う。

　 「国際化」 を阻ん で い る 日本の 実情 を

語る中で ，
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 能力の 欠

如が浮き彫 りに され る。
こ れ は， 語学の

不得手 と い う面 もあ るが ， 同時に ， 「日

本人な らわか るだろ う」 とか 「外国人 に

はわ か らな い で し ょ うけれ ど も」 と， 事

柄 を感覚的に捉 え ， 文化 的に 異 な る人 々

に わか るよ うに 自分を説明す る能力の 欠

如 も挙げられ る。 そ うした ，
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン の 能力の 欠如が ， 経済面で は，

業務 に お ける権限 と責任の 断在の 不明確

さ とも相ま っ て ， 外国人 に 「目に見 えな

い 障壁」 と感 じさせ ，「出島の 人」 的存

在を意識させ
， 経済面で は摩擦 を不必要

に 大 き くして い る 。

　 日本人 に は ， 人 を ， 個 人 と して 見ず ，

カ テ ゴ リーに よ っ て 区分 け して ， カ テ ゴ

リーで 人 を待遇す る習性が あ る。 その 意
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